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巻頭言�

　新年、明けましておめでとうございます。�
　情報産業の一翼を担う我々印刷業にとって、
Webや携帯モバイルの進化がビジネスに少なか
らず影響を与えていることは、今さら申し上げ
るまでもありません。最近では、様々な印刷物
に二次元バーコードが刷り込まれ、テレビでも
「続きはWebで」というフレーズのCMが増え
るなど、双方向的な広告宣伝が目立ちます。�
　全日本印刷工業組合連合会は「業態変革推進
プラン－2008計画－」で、自社のサービスを見
直し、必要に応じて変えていくことを訴えてき
ました。それは取りも直さず、消費者の購買動
向が大きく変化した中で、商品の売り方を変え
ていかなければいけないお客様を支援していく
ために、我々印刷業が何をすべきか真剣に考え
なければならない時代が到来したことを意味し
ています。“必要とされる”印刷会社になるた
めに、我々は知恵を絞り、より効果的な販促の
仕掛けを考えていくことが求められます。そこ
には冒頭に申し上げた様々な情報媒体を連動さ
せるクロスメディアのほか、マーケティングリ
サーチや配送など印刷工程の前後に絡む付帯サ
ービスもあります。更に、昨年９月の
IGAS2007において、UV印刷など高付加価値印
刷の提案がなされましたが、そうした特殊な印

刷技術に特化することも一つの道と言えます。�
　我々は、お客様企業のためにワンストップサ
ービスができる業種です。また、いろいろな業
種のお客様企業とお付き合いができる業種でも
あります。知恵を絞るのに企業規模の大小は関
係ありません。また、決して大きな取り組みが
求められるわけでもありません。「お客様企業
から、社会から必要とされるために」をベース
に考えれば、いくらでもビジネスの可能性はあ
るのではないでしょうか。�
　そして、そのための情報収集の場として、ぜ
ひ組合を活用していただきたいと思います。組
合では、マーケティング、経営革新のほか、様々
な経営課題に対応した勉強会を行っています。
積極的にご参加いただき、情報収集のためのア
ンテナを張り巡らせていただくことで、必ずや
良いヒントが生まれると考えます。社会は今後
も目まぐるしく変化していくことが予想されま
す。“必要とされる”印刷会社を目指すための
意見交換を重ねながら、ともに進んでまいりた
いと思います。�
　最後になりましたが、皆様のこの一年の更な
るご繁栄を祈念致しまして、新年のご挨拶とさ
せていただきます。�

“必要とされる”印刷会社を目指し�
　　そのための意見交換を重ねて前進しよう�

愛知県印刷工業組合理事長　白井　紘一�



　平成19年12月５日d午後３時より、平成19年度12
月期理事会・支部長会が28名の出席により、キャッ
スルプラザで開かれました。�
白井紘一理事長の挨拶で始まり、同理事長が議長を
務め、議案の審議が進められました。以下、その内
容の要旨です。�
　1）組合員加入・脱退の件�

　今回の理事会においては、新規組合員として㈱エ
ヌ・ティ・ティ・クオリス中部工場（豊田支部）の
加入が承認され、加入累積８、脱退累積５、組合員
総数346（平成19年度期首343）であることが報告さ
れました。�
　2）平成19年度決算見込み�

　村瀬誠専務理事が平成19年度の決算見込を説明し、
承認されました。�
　3）平成20・21年度役員候補者選出の件�

　役員推薦委員会委員として、白井理事長、w井昭
弘副理事長、鈴木正博副理事長、木野瀬吉孝副理事
長、細井俊男副理事長、木下隆司理事、富田尚志理
事、猪飼重太郎理事、水谷康男理事、q川正敏理事、
神藤俊郎理事の11名が選任されました。�
　4）賛助会員の件�

　理事会で承認されましたので、今後は総代会に上

程され、そちらで承認を得るという流れになります。�
　5）今後の行事予定�

　◇平成20年　印刷と関連業界新年互礼会�
　期日：平成20年１月11日f、会場：名古屋東急ホ
テル、スケジュール：午後３時30分／講演会（講師
は浅野健全印工連会長）、５時30分／互礼会�
　◇第44回光文堂新春機材展�
　後援：愛知県印刷工業組合、期日：１月25日f・
26日g、会場：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホ
ール） �
　◇ 第２回技能検定実技試験会場認定工場募集�
　有効期間を２年に変更（現在は１年）し、今後は
隔年で実施することになります。�
　◇教育セミナー�
　期日：２月２日g、演題：「資材の正しい知識と
使い方（仮題）」、会場：ナディアパーク6Fセミ
ナールーム２�
　◇２月期理事会�
　期日：２月19日c、会場：愛知県印刷会館�
　◇平成19年度中部地区印刷協議会下期会議�
　期日：２月22日g、会場：キャッスルプラザ �
　◇愛知県印刷産業団体連絡会平成19年度講習会�
　日時：２月25日b午後１時30分、会場：名古屋ガー

デンパレス、テーマ：「震災にあっても、すぐに事業を
再開するために～事業計画（BCP）の取組みの紹介～」�
　6）委員会報告�

　報告の中では、特に官公需対策について、担当す
る木野瀬副理事長が「愛知県から各市町村に電子入
札のための実験をせよとの指示が出ております。い
よいよ、各市町村がすべて電子入札を取り入れると
いう段階になってきました。電子入札になる前に、
我々印刷業側が積算基準などを発注側にきちんとレ
クチャーしておかなければなりませんので、対策を
講じていく必要があります。すでに電子入札が行わ
れている県では、完全に値崩れした状況です。官公
庁の仕事を手掛けておられない皆様方にも関心をも
って取り組んでいただきたいと思います」と呼びか
けました。�
　7）支部活動状況報告�

　支部長会に移り、次のように報告しました。�
　◇西尾支部�
　西尾支部は何とか継続し、皆大変に喜んでおりま
す。西尾支部の活動としては、地区組合との合同バ
ーベキュー大会、西尾商工会議所50周年イベント参
加、新年互礼会、総会、見学会、研修旅行などを行
いました。�
　◇豊橋支部�
　支部再編により豊川、新城支部と合併することに
なり、その調整も支部費と積立金を調整する段階に
至っています。�
　◇小牧・春日井支部�
　11月１日に支部会を開催し、連絡事項、活動内容
の報告、情報交換を行い、親睦会も開きました。�
　◇東北支部�
　約20名が出席して７月25日に事業継承セミナーを
開催しました。11月10日・11日に１泊研修会を12名

が参加して行いました。１月９日に東北支部の互礼
会を開催します。�
　◇中川支部�
　平成19年は６回会合を開きました。１月に新年会、
３月・６月・７月に例会を行い、９月は１人１台の
パソコンを使ったデジタルブックの勉強会と例会を
開催しました。12月には忘年会を予定しています。
支部員は15社で、出席者は10名前後です。�
　◇熱田支部�
　熱田支部は２か月に１回、支部会を開催していま
す。今年も６回を完了しました。先週も12名の参加
で支部会を開きました。所属は17社ですので、出席
率はまあまあの割合かと思います。支部会で内容の
ある話も聞けます。率直な話もできますし、ありが
たく思います。�
　◇岡崎支部�
　岡崎支部は４月６日の総会で決めた事業計画を順
調に遂行しております。支部員は24名で例会には毎
回20名前後の組合員が出席します。７月に１泊で親
睦旅行を行ったほか、23日には、太極拳講座を聞き
実技も習い、非常に楽しく例会を開催することがで
きました。９月には西三河の支部合同で懇親会を開
きました。10月12日の例会はメタボリックシンドロ
ームの講演を聴講しました。10月21日には、愛印工
組の合同レクリエーションに22名が参加しました。
１月18日に新年会を開きます。２月22日の例会は電
子入札の勉強をすることになっています。�
　◇安城支部�
　組合員数が少ないので、年４回ほど情報交換と懇
親会を行っています。年明けには新年会を開く予定
です。�
　◇中支部�
　中支部は４月に１泊研修旅行を行いました。参加�
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平成19年度12月期理事会・支部長会�

今後の事業日程を決定し�

各支部の活動状況も報告�



●身近な催し物のお知らせ（愛印産連関連）�

　世界各国の22歳以下の若い世代の技術者が一堂
に集まり、世界のトップを目指して技能を競う「第
39回技能五輪国際大会」（主催＝財団法人2007年
ユニバーサル技能五輪国際大会日本組織委員会、
御手洗富士夫会長）が、11月14日から21日の日程
で静岡県沼津市で開催されました。�
　「印刷」は今大会から正式種目に採用され、日
本代表の鈴木康弘さん（21歳、凸版印刷㈱生産・
技術・研究本部モノづくりセンター）は惜しくも
メダルを逃しましたが、敢闘賞を受章しました。�
　今回挑戦したのは、日本、スイス、フィンランド、
フランス、ニュージランド、スウェーデン、オラ
ンダ、デンマーク、ドイツの９カ国。�
　競技は、「印刷」「断裁」「測定」「インキ調合」
の４つの項目で審査が行われ、印刷機の設定や色
の調子合わせのテクニック、紙の種類を見極める
品質変動の予測・事前設計する技能などが求めら
れました。また、印刷物の課題は、①片面４色カ
ラー印刷（ポスター）、②表面４色カラー印刷＋
裏面１色の両面印刷（ポストカード）、③片面２
色＋特色１色＋ニス（カレンダー）の３点。印刷
機は、ハイデル菊半裁４色機「プリントマスター
PM-74-４」を使用し、それぞれ違った用紙に印刷
が行われました。�
　金メダルはフランス（男性）が獲得。銀はスイ
ス（女性）、銅はニュージランド（男性）。�

者は15名でした。８月に25～26名の参加を得て、納
涼会を開き、情報交換し親睦も深めました。新年会
は１月の末くらいに予定しています。新年会は、約
30名が参加されますので、思い切って盛大に開催す
る予定です。�
　◇刈谷・知立支部�
　会合には決まったメンバーしか参加されないので、
悩んでいます。何とか参加されるように引っ張って

いこうと考えています。平成20年度・21年度に向け、
西三河支部として形になるように、安城の方々とと
もに進めていきます。�
　◇東南支部�
　年に３回の活動をしております。６月28日に総会
を開催しました。参加者は19名でした。９月29日・
30日に10名が参加して１泊研修会を行いました。１
月の後半に新年会を予定しています。�
　◇豊川支部�
　現在、支部合併に向けての調整を行っています。
新年会は豊橋支部と一緒に行う予定です。�
　◇知多支部�
　12月に忘年例会を開きました。４名の方が新たに
社長に就任されましたので、それをお祝いする会を
兼ねています。１月16日に紙に関する勉強会を開く
予定です。１月28日に新年例会を開催し、２月後半
から３月の頭にかけて１泊研修会、３月に例会を開
く予定です。悩みとしては、出席されない方もおら
れますので、そういう方とぜひ交流したいと思って
おります。�
　◇中村支部�
　年間３回、支部会を開催しています。毎年、６月
に総会、９月に研修旅行、２月に新年会というパタ
ーンです。出席率は高く、また、これまで欠席が非
常に多かった組合員も参加されるようになりました。
しかし、逆に脱退もあり、期待しつつ、反面では不
安もあります。�
　8）愛知県印刷協同組合12月期理事会�

　支部長会終了後は、愛知県印刷協同組合の理事会
が開かれました。議事では、定款変更と組合員確定
の件が審議され、定款変更は総会に上程することを
承認、組合員確定は第三者（弁護士）に相談して速
やかに進めることを決定しました。�
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

「第39回技能五輪国際大会」�
印刷競技で、日本代表の鈴木さんは「敢闘賞」�

　日本印刷産業連合会（山

口政廣会長）は、この程、

シール、グラビア（軟包

装）、スクリーン各印刷

サービスの『グリーン基

準ガイドライン（2007年

改訂版）』を発行した。�

　シール、グラビア、ス

クリーンの印刷にもグリ

ーンプリンティング認定

制度を拡充したことにともない、各印刷サービスのグリ

ーン基準（2007年改訂版）と、GP工場認定申請とを解

説している。�

　環境問題に対する社会的認識の高まりとともに、グリ

ーン購入法、第三者機関によるグリーン購入の各基準、

環境マネージメントシステムの導入など、環境に配慮し

た事業活動に対する社会的要請はますます強まっており、

印刷産業界においても、環境に配慮した製品づくりが求

められている。特に民間企業では、サプライスチェーン

の一環として、環境に配慮した印刷発注の基準を定める

などの動きがでてきている。�

　日印産連・環境委員会では、グリーン購入検討会を中

心に、業界あげて環境型経済社会の構築に向けた取り組

みを行うため、業界自らの指針として、2001年８月の『日

印産連「オフセット印刷サービス」グリーン基準』制定

を皮切りに、2003年３月にはシール、グラビア（軟包装）、

スクリーンの各印刷サービスグリーン基準を制定し、普

及に努めてきた。�

　「シール、グラビア（軟包装）、スクリーン印刷サー

ビス」の各グリーン基準については、制定から４年以上

が経過し、VOC 排出抑制の要請など、印刷産業界を取

り巻く社会的変化、また、印刷産業自身の環境問題への

取り組みの進展など、社会情勢、技術動向などが大きく

変化していることから、グリーン基準の改訂を行い、合

わせて各基準に基づくグリーンプリンティング認定を実

施することになった。　�

　同ガイドラインは、印刷及び印刷関連各企業が同グリ

ーン基準に示した内容について正しく理解し、運用する

ことを目的に作成。グリーンプリンティング工場認定申

請のための手引書を兼ね備えたものとなっている。�

（社）日本印刷産業連合会�

シール・グラビア・スクリーン�
ガイドラインを発行�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 教育・労務委員会セミナー�
 メーカー・代理店から見た印刷業界の�
 現状とこれから～印刷屋では気付か�
 ない印刷業界～�
場所 ナディアパーク　セミナールーム２�
詳細についてはホームページをご覧いただくか、�
事務局へお尋ね下さい。�
事業・行事 印刷寺子屋　テーマ「印刷業界の�
 人材育成」  ＊CVMを絡めたソリュー�
 ション営業と営業の教育について�
場所 愛知県印刷会館　３階　会議室�
講師：伊藤直行氏　富士ゼロックス㈱　販売本部�
　　 サービス営業推進室 教育長�
・参加料無料　・定員20名�
・問い合わせ、申し込みは事務局まで�
事業・行事 理事会�
場所 印刷会館　３階　会議室�
事業・行事 中部地区印刷協議会　下期会議�
場所 キャッスルプラザ�
事業・行事 印刷営業講座�
場所 愛知県印刷会館　３階　会議室�
2月16日g、17日a、23日g、24日a、3月1日g、2日a�
・土曜日＝13：00～18：00   ・日曜日＝10：00～16：00�
・受講料：愛知県印刷工業組合 組合員一人22,050円�
　　　　  一般一人　35,000円�
＊受付は締め切りました。�
事業・行事 印刷営業技能審査認定試験�
場所 ウィルあいち　大会議室�
・10：00～10：30＝注意事項、説明等�
・10：30～11：30＝知識試験�
・12：30～16：00＝見積技能試験�
・受験料：12,600円�

�

（平成20年）�

２月２日g�

10:00�

　～16:30�

�
�

�

�

２月４日c�

19:00�

　～20:30�

（予定）�

�

�

２月19日c�

15:30～�

２月22日f

�
�

�

２月16日G�

　　～�

３月２日A�

�

�

�

３月８日g

10:00�

　～16:00

事業・行事 平成19年度講習会「震災にあっても、�
 すぐに事業を再開するために～事業�
 継続計画（BCP）の取り組み紹介～」�
場所 名古屋ガーデンパレス ２階「鼓の間」�
講師：池田浩啓氏　富士常葉大学環境防災学部�
　　・大学院　環境防災研究科教授�
講師：市川　岳氏　㈱損保ジャパン・リスクマネジ�
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最新の価値ある情報を�
常に提供いたします。�

　●中小企業の災害対策�

　「災害は忘れたことにやって来る」。これは、随
筆家であり物理学者の寺田寅彦の言葉です。対策を
十分に行っていても来ないものが災害ですが、しか
し、油断していると不意にきて、慌ててしまうこと
の多いのも過去の例から伺えます。災害は来ないに
越したことはないのですが、やはり日頃の準備とい
うものが大切になります。�
　昨年、名古屋商工会議所・産業新興部では、企業
の防災計画・防災マニュアル事例を収録した「製造
業のための地震防災対策事例集」を発行しました。�
　この事例集は、中小企業における防災対策の推進、
並びに、緊急時企業存続計画（BCP）に役立てても
らうことを目的に、甚大な被害が予想される東海・
東南海地震に対する建物設備への防災対策や、災害
発生時の社員・顧客への連絡体制など、実際に対策
に取り組んでいる企業の具体的な対策事例を取りま
とめた冊子です。�
　冊子発行にともない、事例集活用セミナーが開催
されました。席上、事例集発行の周知徹底を図ると
ともに、事例集の監修者である愛知工業大学地域防
災研究センター長・正木和明教授と事例掲載企業の
㈱丸和印刷（鳥原久資社長）CSR推進室・大井康司
室長が、それぞれの立場から講演を行いました。�
　監修者の立場で講演に立った正木教授は、「企業
防災のポイント」をテーマに、愛知県が想定してい
る地震と確立論的地震予測地図を示し、全国的にも
愛知の危険性は高いと指摘。その上で、防災対策を
推進する３つの段階（①企業防災の必要性を認識す
る、②自社の問題点を抽出する、③解決策を実施す

る／BCPの実践）をあげ、BCPの導入と取り組み方
法などを解説しました。また、事例掲載企業の立場
で講演に立った大井室長は、「弊社の地震防災対策
／中小企業の防災対策責任者の取り組み」をテーマ
に話を進めました。この中で大井室長は、同社が防
災対策に取り組むきっかけになった点に触れ、「ISO
規格を取得するときシステムの要求事項があった」
「身近に天災を受けた企業があった」ことなどを指
摘。その上で、防災対策策定の準備として、（①地
震セミナーへの参加、②手順書・マニュアルの作成
と社員への周知、③訓練の計画と実施、④緊急連絡・
緊急対応の計画と実施）をあげ、準備段階で管理者
として頭を痛めたこと、防災管理やBCPを行う上で
大切なことを、具体例とともに解説しました。�
　では、どのような災害対策が取られているのか、
その一部を紹介してみることにします。�
　・復旧の方針／「災害緊急手順書」の緊急対応組
織により創業の復旧を行う。現在考えているリスク
としては、制作データ、在データ（顧客から繰り返
し発注のある制作データ）、設備（印刷機・CTP機）、
その他。印刷業は、もとになる版（データ）が無事
だった場合、協力会社で商品を作ることができるた
め、定期的にこれらのバックアップデータを遠隔ま
たは耐震・耐火の場所に保存する。�
　・災害関連の財務的な対策／①財務に関するデー
タ（会計・給与・販売）を定期的にバックアップし、
耐震・耐火の場所に保管している。②銀行帳・手形
帳・金銭出納帳なども同様に保管している。③有事
には社員などが持ち出しできるように管理している。�
　・取引先との協力体制／①当社事業に関する会社

とBCPに従って協力体制を結ぶ。また、県外の同業
者とも相互支援の体制をお願いしている。②取引先
には、同社のデータ保護、バックアップ体制につい
て告知し、理解を促している。③地震対策、行政の
施策について日常から情報の収集に努めている。�
　以上が、同社の災害時ににおける事業・業務の継
続・早期復旧に関する取り組みの方針です。�
　「防災対策に企業が取り組むことで、社員の企業
に対する評価は上がると思われる。とかく大手だか
らできると考えがちだったが、今後は、我々中小企
業も積極的に取り組む必要があるのではないか。月
並みであるが、まず『小さな一歩』から踏み出され
ることが必要と考える」と指摘されています。�
　●BCP（緊急時企業存続計画）とは！�

　災害対策への取り組みを解説した「中小企業に求
められる災害対策の取り組み／BCP取り組み事例集」
と題した小冊子が、中小企業庁・創造連携推進課経
営安定対策室から刊行されています。この冊子は、
①新潟県中越地震の被害、②BCPとは、③取り組み
事例紹介、などから構成されており、組合を利用し
たBCP取り組み事例の中で、神奈川県印刷工業組合
（㈱三光堂印刷、㈲佐藤オフセット印刷）を紹介し
ています。これは、より効率的にBCPを策定・運用
するため、組合活動を利用したBCP取り組み事例の
具体例として取り上げているものです。�
　聞き慣れないBCPの言葉の解説と、災害への取り
組みについて、ポイントを抽出し紹介してみます。�
　冒頭、「あなたの会社が、大地震や津波などで被
災した場合、経営者であるあなたは、何を優先して
普及に取り組みますか？」との問いかけがされてい

ます。皆さんでしたどう答えますか－。�
　「多くの経営者は、『従業員の安全を確保したい』
『顧客の信用を確保したい』『事業を早期に復旧し
たい』などと答えるでしょう。このような多くの経
営者の源泉をたどると、『会社を存続させたい』と
い一つの思いがあるはずです」と指摘し、「従業員
や建物を守ることを目的としているこれまでの災害
対策に加え、緊急時に『会社を存続させたい』とい
う経営者の思いに基づいて、事前に被災後の復旧対
策を検討し、その結果を取りまとめた計画を、BCP
（緊急時企業存続計画）と言います」と説明してい
ます。�
　更に、「大規模な地震が発生し、企業が被災した
場合に、その企業が『従業員と連絡を取り合う手段
を確保する』『代替え生産先を確保する』、更には、
『復旧資金の調達手段を確保する』などの対策を迅
速に取ることの難しさは、過去の事例をみると明ら
かです。また、緊急時には、平常時とは異なる多く
の判断が、経営者に求められることになります。経
営基盤が脆弱な中小企業の場合、災害時における一
つの判断ミスが、経営に大きな影響を与え、場合に
よっては、事業の縮小や廃業に追い込まれる可能性
もあります。そのため、平常時から『被災時に事業
をどのように早く普及させるのか？』、『そのため�
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に何を準備し、取り決めたりしておくのか？』など
の対策や手段を検討し、自社にとって中核となる重
要な事項の早期復旧計画を検討しておく必要があり
ます」と警鐘し、そして、「このような計画がBCP
であり、企業は平常時からBCPを策定・運用するこ
とで“災害に強い企業”となることができます」と、
BCP取り組みへの必要性を述べています。�
　では、このようなBCPを策定するには、どのよう
なプロセスを踏めばいいのか、具体的な説明をみて
いきます。�
　中小企業庁の「中小企業BCP策定運用指針」では、
①顧客からの信用を守る、②従業員の雇用を守る、
③地域経済の活力を守る、の３点を基本方針の目的
としてあげています。�
　更に、PCB策定のポイントについて、次の５項目
をあげています。�
　①中核事業の特定＝災害などにより企業が大きな
被害を受けた場合、早期に全ての事業を復旧もしく
は継続することは難しくなります。そのため取引先
との関係や製品種別ごとの売上高などから、企業が
存続するための中核となる事業を特定します。�
　②目標復旧時間の設定＝地震や台風などの被災時
に中核事業がどの程度被害を受けるのかを分析し、
中核事業の復旧目標を計画していくことになります。
普及の目標時間を設定することで、復旧時に適切な
スケージュールで行動することができます。�
　③取引先との認識の共通化＝緊急時に企業が存続
するためには、取引先からの協力が不可欠となる場
合があります。このため、あらかじめ取引先と中核
事業や目標復旧時間などについて、認識を共通化し、

緊急時のための連携方法などを検討しておきます。�
　④事業拠点、調達先などの代替え策用意＝地震や
台風などの被災時に事務所が使えなくなった場合、
原材料の調達ができなくなった場合、また、情報シ
ステムが使えなくなった場合などを考え、あらかじ
め、代替え調達先やデータのバックアップなどを用
意しておきます。�
　⑤全従業員への周知＝BCPの運用は全ての従業員
が対象になり、実際の緊急時には従業員の行動が計
画の成否を左右します。全ての従業員とBCPの方針・
内容についてコミュニケーションを図っておくこと
が大切です。�
　策定されたBCPについては、BCPは、企業全体を
含めた計画であり、その策定・運用は経営課題の一
つになることから、「経営者だけではなく、各事業
部門の代表者に参加してもらうことが望まれる」と
しています。更に、一度策定すれば良いものではな
く、従業員の教育・訓練を行ったり、定期的に計画
を見直したり、継続的に改善することが大切」とも
述べています。�
　誌面の都合で、割愛しての紹介になりましたが、
更に具体的な内容を知りたい場合は、下記までご連
絡下さい。�
　・製造業のための地震防災対策事例集／発行：名
古屋商工会議所（名古屋市中区栄2-10-19 TEL052-
223-8602 FAX052-232-5752）�
　・中小企業に求められる災害対策の取り組み・
BCP取り組み事例集／発行：中小企業庁（東京都千
代田区霞が関1-3-1 TEL03-3501-1511 相談ホットライ
ン0570-00911）�
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　中小印刷企業における年末恒例の
事業といえば年賀状印刷がある。と
ころが昨年、郵政民営化にともない
郵便局が年賀状印刷に参入した。こ
れにより、昨年の年賀状商戦は少し
違った色合いを帯びていた。特に、
地方の印刷企業は強い危機感をつの
らせ、郵政民営化が「“民業圧迫”
だ」との声までおきている。�
　民営化で発足した郵便局㈱は、昨
年10月15日から全国の郵便局で年賀
状サービスを開始した。これは、イ
ラスト入りのお年玉年賀はがき（79
種類）に、住所、名入れを行い、自
宅まで届けるというものである。更
に危惧すべきことに、コクヨなど民
間企業が、郵便局内に印刷ショップ
を開設する動きを見せている点である。
印刷サービスの対象が、年賀状のみ
に留まらない様相を呈している。�
　こうした郵便局の動きに対して、
業界内には強い反発も生じ、署名運
動や断固反対を訴える抗議行動を起
こすべきだ、とする意見すらある。�
　いち早く行動を起こした6日本グ
ラフィックサービス工業会では、郵
便局会社と意見交換を行い、その内
容を踏まえ、同社に業界としての見
解書を提出した（昨年11月28日）。�

　見解書では、「郵政民営化に伴い、
年賀状印刷及び郵便局内印刷ショッ
プ開設などを通じた印刷受注を開始
したことについて、当工業会では中
小印刷業の経営を圧迫する大きな問
題と受け止めている」とした上で、
「貴社の印刷業進出については、①
郵便局窓口という公社時代の遺産を
継承した有利な営業展開は、公平な
競争原理を欠いたものではないか、
②民営化後の急な印刷営業展開は中
小印刷業にとって過当競争への不安
と恐怖感を抱かせるものであり、十
分に時間を掛けた業界理解への配慮
があってしかるべきではないか、③
印刷業務委託先の選定にあたっては、
地域活性化への配慮から、地域印刷
業との業務提携も検討されるべきで
はないか－。これらの点から、貴社
の急速な印刷業進出とその展開の様
子は規制緩和、郵政民営化とはいえ、
理解しがたい状況にある」としている。�
　更に、「郵政民営化以前の公社時代、

全国の中小印刷業は年賀状の売り上
げ拡大に貢献してきた。今後も全国
の中小印刷業は郵便局とは良好な関係、
そしてパートナーシップを保ち続け、
共存共栄の道を歩んでいきたい所存
である。中小印刷業界の窮状をご理
解賜り、是非共、適切なご対応を賜
りますようお願い申し上げます」と
結んでいる。　�
　これに対して、郵便局会社側からは、
「できるだけ業界に配慮する」「来
年以降、今後の展開について考えを
伝え、印刷業界からも企画の提案な
どの意見を求めるようにしたい」と
の回答を得ている。�
　電子メールの普及で郵便物が減少し、
また、配達業務もヤマトなどの参入
で押され気味な点を考えても、今後、
郵便局の新サービスとして、年賀状
のみにとどまらず印刷業務も含めた
幅広い分野において、競合がおきる
ことは避けられない状況のようである。�

　本書は、急速に普及が進み、新市
場拡大の担い手として注目されてい
るデジタル印刷システム、技術に焦
点を絞った内容で、デジタル印刷シ
ステムの最新動向を解説している。
①デジタル印刷の市場動向、②デジ
タル印刷の潜在需要、③デジタル印
刷の生産システム、④デジタル印刷
の成功事例などで構成。�
　体裁／A4判68頁、中綴じ製本。定

価／1,000 円（税込み）。�
　発行／ニュープリンティング㈱／
TEL03(3264)2054 。�
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　中部地区における印刷関連機材展
として、また、業界の新春恒例行事
としても定着した感のある、印刷機
材の総合商社㈱光文堂が主催する
「2008エクセレントプリンティング
フェア」第44回光文堂新春機材展」が、
今年も１月25日f、１月26日gの両日、
名古屋市中小企業振興会館（吹上ホ
ール）において開催される。今回の
メインテーマは「“Ｘ”に挑め。（未
知数の可能性に挑戦し続ける）」�
　●中部地区最大のスケール�
　新春のスタートにふさわしく、印
刷関連業者と機材業者の新年恒例会
としての役割をもつこの機材展も、
今年で44回目を迎えた。機材展では、
昨今のデジタル化の急速な進展にあ
わせ、出品機種もこれら最先端技術
を採用した数々の新鋭機が公開され
る運びである。今回出品するメーカー、
ディーラーは70社以上にのぼり、第
44回を迎えた展示会として、新春に
ふさわしい内容と規模で展開される。�
　また、今回の新春機材展では、「コ
ラボレーション展」が併催される。今、
印刷業界では「共創ネットワーク」

が大きなキーワードとなり、この取
り組みが全国の印刷業界で盛んに行
われている。コラボレーション展を
参考に、今後のネットワーク作りや
ビジネスチャンスの拡大に役立つよう、
新たに提案される。�
　新春一番の機材展は最先端の印刷
関連技術が吸収できる催しとして、
大きな期待が寄せられている。�
　●新鋭機の披露�
　主催する光文堂からの新製品を紹
介してみる。昨年のIGASで初公開さ

れた環境対応ペーパーリング製本機
「KBD エコループ」、情報漏洩を
防ぐ「KBD プレートシュレッダー」、
電子ブックアプリケーション「KBD 
デジタルブック」、印刷ユニットを
使用し箔印刷を可能にした「インラ
イン箔印刷装置」、シール・ラベル
業界向け「合理化装置」が披露される。
また、既設商品として好評を得てい
る各種機資材も出展され、賑いを見
せる。�
　是非、お出掛け下さい。      

　光文堂新春機材展開催日に、下
記のセミナーが併設される。�
　＜１月25日f）＞�
 11:00～12:30 ／［最新インクジェ
ットプリンタ活用事例と新規ビジ
ネス］講師：㈱ミマキエンジニア
リング販売促進部／山田恭弘部長�
 14:00～15:30 ／［PODビジネスの
提案］講師：キャノンマーケティ
ングジャパン㈱プロダクションシ
ステムセンター／中野周行課長�
　＜１月26日g＞�

 10:00～11:30 ［UV印刷機ってど
んな会社に向くの？］講師：㈱小
森コーポレーション営業技術部営
業技術課／中村裕一課長�
 14:00～15:30 ［小ロット印刷にお
けるデジタル印刷機の役割とデジ
タル印刷機Truepress344のユーザ
ー事例紹介］講師：㈱メディアテ
クノロジージャパン・メディアテ
クノロジーカンパニー製造統括部
／吉田巧副部長�
　場所：中小企業振興会館４階第
２会議室�

　＊明けましておめでとうござい
ます。本年もよろしくお願い申し
上げます。�
　＊今年は、十二支で最初の干支、
子（鼠）年です。それだけに、良
いスタートを切りたいものです。
新年といえば、新年の祝賀に食べ
る雑煮があります。もとは、烹雑
（ほうぞう）にまぜといい、煮雑
から雑煮に転じたといわれ、元旦
に雑煮で祝う風習は室町時代に既
にあったそうです。雑煮の食べ方
は地方で独特のものがあります。

例えば、関西では、丸餅に里芋、
大根などを入れ、関東では、切り
餅を焼いて鶏肉や蒲鉾、青菜を入
れます。また、北陸では鰤（ぶ
り）、北海道では鮭（さけ）を入
れます。皆さん方の食卓では、ど
のような具が入った雑煮がでてく
るのでしょうか－。勿論、味付け
にも独特のものがあるのでしょう
ね。�
　＊１月はどなたも公私にわたり
新年会などが多くあると思います。
各組合などの新年会も目白押しで
す。食べ過ぎ、飲み過ぎに気を付
け、体調管理だけは怠らないよう
にしたいものです。�
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事務局だより�

 第44回光文堂新春機材展�
「“Ｘ”に挑め。」をテーマに！�

●新春機材展併設セミナー�


